
作成日：R1年10月15日

（１）面積  27.53ｋ㎡

（２）人口　　108,460人

（３）世帯数　　43,935世帯

（４）沿革　　昭和15年市制施行

（５）産業構造

＜対策の方針・目標＞　

１　社会的な取組みとして自殺対策を推進する
２　生きることの包括的な支援として自殺対策を推進する
３　自殺対策における啓発と実践を両輪で推進する
４　関係者の役割を明確にし，各関係団体が連携・協働して取組む

（令和元年10月1日現在）

右図の通り

本市のデータ

本市の概要

支援に向けての取り組み状況



＜具体的な取組み＞

【中学校２年生を対象とした「命の大切さを学ぶ講演会」について】
自分や友人等周りの人の命を守るために，辛いときや悩みを抱えたときには助けを求めても良いこと
を伝える「SOSの出し方」や，「ゲートキーパー」の役割等について精神科医による講演会を平成25年
度より実施しています。

●講演会「かけがえのない将来ある命」の内容
１．自分を大切にする
２．友達や周りの人を大切にすること
３．ＳＯＳの出し方
４．人とのつながりや支え合うことの大切さ
５．心の健康

●講演を聞いた生徒の感想（一部抜粋）
　自分達の命は本当にかけがえのないものなんだと改めて思いました。この世に一つしかない命を両
親や先生方，友達は「守り続けたい」「大切にしたい」と思ってくれているのだから，自分も相手を尊重
して「自分や相手の命を大切にする」ことを忘れずに，これから先を生きていきたいと思います。「たっ
た一つの命」だからこそ，命を粗末にしてはいけないと思うし，相手の心の傷つくような悪意のある行
為等もしてはいけないと思います。友達の相談を受け，そのありのままを受け入れて聴いいけるような
人になりたいです。また，相手の異変に気づいて，いち早く助けてあげられる人間になりたいです。
　また，ＳＮＳ等のインターネット上の有害環境に巻き込まれる問題もあることから，学校保健委員会に
ネットトラブルに関する講演会を企画・開催している小学校もあります。

【中学校保護者を対象とした「かけがえのない将来ある命」について】
生徒にとって一番身近な存在である保護者を対象として，令和元年度より希望があった中学校保護者
会で精神科医による講演会を実施してます。

●講演会「かけがえのない将来ある命」の内容
１．子どもの悩みの聴き方の基本
２．子どもの悩みの聴き方のコツ
３．悩みを聴く上での注意事項
４．子どもの心の不調に気づくために

●講演を聞いた保護者の感想（一部抜粋）
中学生という難しい年頃の子ども達。できることも多く理解もしてくれるので，普段からつい頭ごなしに
こちらの意見ばかり言ってしまいがちだなと反省しました。何でも話してくれるよう，相談しやすい自分
でありたいと思いました。自分の事ばかりではなく，子ども達の話をきけるよう気をつけていきたいと思
います。

【相談先掲載ポスター，カード，リーフレットの作成と配布】
　当市では，虐待や自殺，引きこもり問題，障がいを理由とする
差別など，あらゆる問題を解決するために，行政と関係機関が
連携し「小松市くらし安心ネットワーク協議会」において総合的
な対策を進めています。本協議会を構成する５つの部会のうち，
自殺対策については「いのちと心の部会」において協議を行っ
ています。
　毎年作成している相談先カードに加え，今年度は相談先掲載
ポスター・リーフレットを作成しました。ポスターは各公民館や病
院・公共施設への掲示を依頼しました。リーフレットは自身の心
の健康のためにできることや，周囲の人の心の健康のためにで
きること等を記載し，必要時は相談先につなぐことを説明したも
のです。今年10月に全戸配布を実施し，各家庭での活用を呼び
かけました。より一層の相談先の周知を目的として，公共機関
・医療機関・公民館・銀行・郵便局へも配布を行っています。

●右写真：相談先掲載ポスター（左）リーフレット（右）カード（下）


